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■ わたしの愛するオーケストラ～プロローグ [03:03) 
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収録曲（すべて抜粋）

マーラー：交響曲第5番第4楽章（アダージェット）＊＊＊

ブラームス：交響曲第3番第1楽章 ＊

チャイコフスキー：交響曲第4番第4楽章＊＊

Rシュトラウス：ドン・キホーテ＊＊

チャイコフスキー：ロミオとジュリエット ＊

ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第1番＊＊＊

モーツァルト：ピアノ協奏曲 K.453第3楽章＊＊＊

マーラー：子供の不思議な角笛 ＊

ブラームス：交響曲第1番第4楽章 ＊

バーンスタイン：キャンディード序曲＊＊

ガーシュイン：パリのアメリカ人＊＊

チャイコフスキー：“アンダンテ・カンタービレ..弦楽四重奏曲第1番より＊＊

チャイコフスキー：交響曲第4番第1楽章＊＊

ベートーヴェン交響曲第6番“田園”第4楽章（嵐）＊＊＊

マーラー：交響曲第9番＊＊＊

ベートーヴェン弦楽四重奏曲作品131、第5楽章＊＊＊

モーツァルト交響曲第39番第2楽章＊＊＊
ハイドン交響曲第88番第4楽章＊＊＊

モーツァルト：ピアノ協奏曲第17番第3楽章＊＊＊

ブラームス：交響曲第1番第4楽章＊

モーツァルト：交響曲第39番第4楽章＊＊＊

イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団＊

ニューヨーク・フィルハーモニック＊＊

Israel Philharmonic Orchestra 

New York Philharmonic 
＊＊ 

＊ 

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 ＊＊＊ Vienna Philharmonic Orchestra *** 
指揮レナード・バーンスタイン Leonard Bernstein 

監督：ハンフリー・バートン Hamphrey Burton 

制作：1986年ユニテル

■解説 林田直樹

本DVDは、 20世紀を代表する音楽家レナード・パーンスタインが、自らの指l11l者として

のキャリアと音楽観を、生涯の間に関わった最も重要な3つのオーケストラを対采にしつ

つ、 自在に語り尽くした伐重なインタヴュー映像である。

本紺を見ると、バーンスタインの熱弁とともに、 i演奏シーンのダイジェストがタイミングよく

挿人される。指揮者バーンスタインの全体像を理解する上でも大変よくまとめられた映像

記録である。

これを観ると、改めてパーンスタインは火のような存在であったとつくづく思う。彼が語

っている姿を見るだけでも、そのオーラによってこちらは抗いようもなく虜になるし、吸い

寄せられる。全人的に、強烈な磁楊がある音楽家なのだ。それが映イ象によって蘇ってく

るのが、本紺の最大の価値だろう。とにかく、彼の内而にあかあかと燃えている音楽の

火が、周1l11にある人々を動かし、偶然を引き寄せ、あらゆる事柄を動かしたのだ―o

パーンスタインが怠病のプルーノ・ワルターの代役としてニューヨーク ・フィルにデピュ

ーしたときの逸話は、あまりにも有名である。が、本人の口から語られるとさすがにインパ

クトは大きい。いまでこそ、当たり前の事柄のように思われているが、 当時はバーンスタイ

ンが「コーヒーに何か仕込んだ」などと中傷の対象になるほどで、やはり事態はそう0釦11.

ではなかったらしい。本番の直前に、親切な薬剤Oiliからもらった迩法な薬物を大きく投げ

捨てたというくだりも心を打つ。このあたりの率匝なl!!I顧も、この映像の而Clさの一つだ。

ニューヨーク・フィルの真髄は、フレキシピリティと柔軟性にあり、それがアメリカの本

質でもあるというパーンスタインの指摘もまた、見事である。パーンスタインの言業は常

に、このように的確に、物事の本質を大きくつかみ、鋭く突く。梢熱的であるだけでなく、

極めて知的に磨かれた芸術家でなければなしえない洞察力が、ここにはある。その衝繋

は、彼の秤楽のあり方とも根底で通じている。

イスラエル・フィルについてのパーンスタインの慈見も深い。それはさまざまな国から集

まってきた人々によって結成されたこのオーケストラが、イスラエルという国家の本質とい

かに密接につながっているかを立証する。イスラエルは1948年の建国以来、「ずっと戦

争状態にある」国家なのだ。パレスチナ側からすれば迷惑な話だろうが、逆にイスラエル

側からすれば、国家を維持することは、死に物狂いの努力によってようやく保たれること

なのだ。音楽もしかり。イスラエルにおいて音楽とは、あやうい状況の中にあって、命が

けで選ぴとられる大切な何ものかである。それが、イスラエル・フィルの原点なのかもし

れない。

ウィーン・フィルとパーンスタインの出会いは、おそらく20世紀音楽史上最も重要な事
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件の一つである。その証言が、ここではリアルになされている。ここは本映像のハイライ

トとも言うべき個所だ。

いまでこそマーラーの音楽を私たちは当然のように享受しているが、バーンスタインがウ

ィーンに来た頃は全くそういう状況ではなかった。ウィーン・フィルは最初、マーラーを演

奏することに対して強烈な抵抗をしたのである。リハーサルの最中に 「なんてひどい音

楽」という言菓が聴こえてきたというバーンスタインの回想は生々しい。

マーラーがユダヤ人だったということもあり、ナチスの影評下にあった時代では浙奏は槃

じられ、いつしかマーラーの音楽は忘れ去られていった。それを蘇らせたのがバーンスタ

インだった。このことはいまもウイーン・フィルの多くの団貝が証言するところである。

それにしても、ウィーン・フィル伝説のコンサートマスター、ゲアハルト・ヘッツェルの鬼神

と化したかのような勇姿には睦目させられる。何という激しい弾きっぷりだろう。このとき

ヘッツェルをはじめウィーン・フィル楽貝の多くが、バーンスタインに心底魅せられ、心に

宿る火をしかと受け取り、マーラーやプラームスやベートーヴェンの音楽とともに、熱烈な

体験を味わっていたであろうことは想像に難くない。被近のウィーン・フィルはかなり世

代交代も進んでいるが、それでも何割かの楽貝たちは、あたかも音楽上の息子たちのよ

うに、いまもバーンスタインを偲び続けている （ゆえに彼らは毎年札祝にやってきて、バー

ンスタインが創設したPMF;パシフィック・ミュージック ・フェスティバルのために尽くすの

だ）。その事実はもっと知られてもいい。

この映像でもバーンスタインの口からもれていることだが、パーンスタインは、オケのメ

ンパーと個人的な関係を結ぶことを蹄路しない人だった。幾度も 「家族」という言業が出

てくるのがそれだ。バーンスタインはいくらでも楽貝の柑談に乗ってやり、音楽のことはも

とより、プライヴェートな悩みをllrlき、呆ては金に困っている楽員には金を貸すこともまで

した。

本来マエストロとはおそらくそういうものではない。楽貝たちからは距離を保ちつつ、 1孜

慈をもって遇されるのがマエストロなのだ （内心はどうあれ）。

ところがバーンスタインのオーケストラ観は述う。100人の楽員とあたかも熱烈なセックス

するかのように、 一緒に音楽の愛の波に乗り、官能的な体験をする。オケをそういうパー

トナーとみなしていたのだ。

ことによると、バーンスタインの登楊以米、指揮というものは変わったのかもしれない。

つまり、熱狂的な司祭のようにふるまうことが、 多くのマエストロたちの傾向として伝染し

ていったのではないだろうか。その源流はおそらくバーンスタインなのだ。

ただ、見掛けだけを真似しても決してバーンスタインにはなれない。バーンスタインの棒

のテクニックはそれほど巧いというわけでもなかったということは、私も多くの音楽家た

ちからllf)いた。それはおそらく本当だろう。そのかわり、バーンスタインには作11!1家として

の党宜な知恵と経験があり、音楽だけのスペシャリストとは述う、もっと包括的な知性と

人Ill)性への倍念があった。

この映像でバーンスタインは、 「教えるのが大好きだが、人が学んでいるのを見るのは

もっと好きだ」と語・っている。これも起燦力をもった言業である。バーンスタインが何に突

き動かされていたかがわかってくる。おそらくパーンスタインにとって、美しく魅力的な人

間とは、 柔軟に学ぶ人間のことなのだ。既知のテリトリーの殻に1が）じこもる人間ではなく、

「外部」に対して耳も目も心もIJf!かれた人間こそ、バーンスタインの好むところなのだ。

ウィーン・フィルの楽貝たちからllHいた話では、ウィーンにやってきたばかりのバーンスタイ

ンは、全身をアンテナのようにして、あらゆることを感じ取り、学んでいたのだという。バー

ンスタインはマーラーをウィーン・フィルに再発見させたかもしれないが、われわれもバー

ンスタインに多くのことを教えたと思う、とある楽貝は語ってくれた。それは本当だろう。

ウィーンで学びとった事柄が、さらに晩年のバーンスタインの音楽に深みを与えたのはIll!

辿いのないところだと思う。

さらなる見どころとしては、ベートーヴェンの弦楽四煎奏1111第14番嬰ハ短調作品13]の

弦楽合奏版を演奏したときのエビソードを語っているあたりだ。ウィーン・フィルとのこの

録音は、新譜で出てきたときのことを箪者もよく註えている。それまでの熱狂的なイメー

ジのバーンスタインが、ウィーン・フィルとの共同作業によって、 一段とその芸風に深みを

加えた、あれは決定的な名盤だと信じていたので、パーンスタインがあれをこれほどまで

に自抒しているのは、まったく同感で、我が意を得た息いである。

このときも、バーンスタインはウィーン・フィルから強い抵抗を受けたと本絹映像では述

べている。「弦楽四重奏であれだけ難しいものを、オーケストラでできるわけがない」と

いうわけだ。しかし、バーンスタインは確信をもってやり遂げた。結米、ウィーン・フィルは

あれほどの名演奏をなしとげることができたのだ。

ここにはひとつの教訓をみてとることもできよう。つまり、オーケス トラとは‘常に新奇な

ことには抵抗するものなのだ。いわばスペシャリスト猿団である彼らは、それまでの経験

と常識に基づいて、指揮者の持ちだす新しいアイデイアや試みをしばしば拒否する。そ

れは彼らが愚かだということを意味するわけではない。オーケストラとはそういうものな

のだ。綱で無理やり引っ張ろうとすれば抵抗する巨獣のようなものだ。しかしその気に

なれば火の輪を蔀脱にくぐる溝在力は持っているというわけだ。

バーンスタインは新しいことに挑戦することを決して恐れない人だった。ニューヨーク・フ

ィルのくだりでも述べているが、彼の持ちだす11!1目の多くが世界初浙1111だったこともあ

るという。常に評価の定まった名1!11ばかりを繰り返し演奏していたのではない。前衛に

も栄敢に取り組み、開拓者粕神を忘れなかった。それは、評価の定まった作品において

も、チャレンジするという姿勢ぱ常に変わらなかったことをも邸味する。そのことも忘れ

てはならないだろう。

この映像の最後のクレジットには、バーンスタインの長年のマネージャーを務め、ペル

リンの模が崩壊したときの 「第9」のプロデューサーなども行い、タングルウソド音楽祭に

ついても多くを知りぬき、 PMF(パシフィック ・ミュージック ・フェスティバル）の継続にも

力を尽くした傑物ハリー・クラウトの名前も記されている。

バーンスタインの生前、懐刀ハリー・クラウトの威光にはすさまじいものがあったという。

バーンスタインについてあらゆることを知りぬいていたといってもいい。そのハリーもい

まは亡き人となってしまったが、頷者がハリーにあるときこんな質111]をしたことがある。
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このDVDではあまり語られていない要素だが、バーンスタインはただの優れた油奏を

する音楽家というだけではなかった。音楽家である以前に、強い信念と良識ある人間と

して行動する人だったということを忘れてはならない。世界の平和と人類の未来のため

に何ができるか。そういう思想と、たとえばベートーヴェンやマーラーを演奏することが、

分かちがたく結びついている人物であった。

パーンスタインは徹底的にリベラルな人間であった。あらゆる差別に敏感に反応したし、

たとえ合衆国政府を敵に回そうともひとり戦争に反対することのできる人間であった。本

来は北京でIJflflliされるはずだったPMFを撤回し、札幌開催としたのも、民衆を蹂躙し

た天安門事件の中国共産党政府に対して鋭く反発したからである。

そうしたバーンスタインの思想的應度に、ニューヨーク・フィルもイスラエル・フィルもウィ

ーン・フィルも、心から共感を寄せていたに迎いないと私は思う。

本映像 「わたしの愛するオーケストラ」に付け加えておきたいのはそのことである。

■イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団
（イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団公式サイトより）

1936年、ヴァイオリニストのプロニスワフ・フーベルマンの呼びかけで、ヨーロッパ各地

で政治的理由により解扉されたユダヤ人音楽家が染まって創設されたパレスチナ筒弘楽

団が前身。初演奏会はテル＝アヴィヴでアルトゥーロ ・・トスカニーニを招いて開かれた。

1948年のイスラエル国建同に伴って名称をイスラエル ・フィルハーモニー箭弦楽団に変

更。同年のイスラエル建国記念式典ではイスラエル国歌を演奏した。1950年、初の海外

演奏旅行をアメリカ合衆国で行い、クーセヴィッキー、バーンスタインと共浙。この浙奏

旅行は、 アメ リカ1:1.:住のユダヤ人に大きな誇りを感じさせるものだった。その後、ヨーロッ

パ、アジアでも頻繁に海外公演を行い、 1971年にはザルップルク、エデインバラなどヨー

ロッパの著名な音楽祭に招Ji'/}された。現在ではベルリン・フィルやウィーン・フィルとなら

び称されるほどの1せ界的名声を得ている。特に結成当時以来の伝統で1駁みのある弦楽

器のが偶きは「1せ界一の弦」と称される。レパートリーは多岐に渡るが、特にベートーヴェ

ン、モーツァルト、 メンデルスゾーン、プラームス、チャイコフスキー、マーラー等を得慈とす

る。ワーグナーはナチス・ドイツの文化的象徴ゆえに、現在でも例外を除いて演奏される

ことはない。今までに批界的な音楽家との共演は数多く、指揮者ではトスカニーニ、ジュ

リーニ、クーセヴィッキー、ショルティ、オーマンデイ、バーンスタイン、マゼール、バレンボ

イム、メータ、ムーティ、ナガノ、ゲルギエフ、ドゥダメル等、ソリストではハイフェッツ、パー

ルマン、ズッカーマン、ルーピンシュテイン、グールド等。特にバーンスタインからの信頼は

原く、共演の録音、映像も多い。1968年からズピン・メータが終身音楽監督を務めている。

■ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
1842年、ウィーン宮廷歌削場のメンバーが集まり、オットー・ニコライの指押

の下にひらかれた 「フィ ルハーモニック・アカデミー」のコンサートが起源。

1860年に定期i演奏会を開始した。その後、ハンス ・リヒ ター、 グスタフ ・マーラ

一、フ ェリックス ・ワインガルトナー、ヴィルヘルム ・フル トヴェングラー、ク

レメンス・クラウスなどがウ ィーン ・フィルの指揮者を務めた。1933年以降は、

専任指揮者を1性かず、客祇指揮者制をと っている。現在は、ウィ ーン国立歌劇場

の梢鋭メンバーによる自主述常オーケストラとして、定期浙奏会のほか、 「ニュ

ーイヤー・コンサート」などの特別浙奏会をひらき、ザルップルク音楽祭ではホ

ス ト・オーケス トラの役割を呆たしている。また、悔外演奏旅行やレコーデイン

グも稲極的に行っている。カール・ベームとヘルベルト・フォン・カラヤンが名

脊指揮者の称号を受け、レナード・ バーンスタイン、 リッカル ド・ムーティ、ズ

ピン・メータが名抒会員 となっている。ル ド・ムーティ、ズピン ・メータが名脊

会員となっている。

■ニューヨーク・フィルハーモニック

山田治生

創立はウィ ーン・ フィルハーモニー管弦楽問と同じ1842年で、この年の4月に

「フィルハーモニック ・ソサエティ ・オヴ ・ニューヨーク」が設立され、同年12

月7日にユーレ リ ・コレルリ・ヒルの指揮のもと で初めてのコンサー トが開かれ

た。1909年にグスタフ ・マー ラーを＇常任に 迎え、演奏 レヴェルの向上に努め、楽

団員をフ ルタイムの団貝と した。第一次世界大戦中の1917年10月にはレコード録

音も始ま っている。1928年3月20日には最大のライバルであったニューヨーク交

押楽団を吸収した。これによ って名称はニューヨーク・フィルハーモニー交靭楽

団となった。1943年11月14日には、当時副指揮者だったレナード・バーンスタイ

ンが、プルーノ ・ワルターの代役としてニューヨーク・フィルに伝説的なデピュ

ーを飾った。その後1958年、低迷する名門を救うべしという枇論に応えるよう

に、バーンスタインがアメリカ人で初めてニューヨーク・フィルの音楽監督とな

った。彼はコンサートの回数を増やし、楽員の屈用形態も安定させ、レコーデイ

ングも梢極的におこなった。バーンスタイン時代に、 楽団の正式名称もニュー ヨ

ーク ・フィルハーモニー交評楽団からニューヨーク・フィルハーモニックヘと改

められた。バーンスタ インの蔀脱な指揮と明快な音楽解釈、そして何より盟かな

音楽的才能は、 この誇り翡き扱いにくいオーケス トラの楽貝たちを瞬<I間に手な
ずけた。彼のスター性と相まって、バーンスタインとニューヨーク ・フィルとの

コンピによる レコーディングやテレビ放送にも注目が集まり、ニュー ヨーク ・フ

ィルの黄金時代が到来した。1961年には本拠地をリンカーン ・センター内のエイ

ヴリー・ フィッシャー ・ホール （開場当時の名称はフィルハーモニー・ホール）

に移した。

バーンスタインは1969年に音楽監督を退いた後も、桂冠指抑者としてこのオー



ケストラと密接な関係を保ち、最晩年まで演奏会での共派やレコーディングを韮

ねた。1960年代に完成させたマーラーの交響曲全集 （一部別のオケ）は、世界最

初の仰染である。その他、ペートーヴェン、シューマン、プラームス、チャイコ

フスキー、シベ リウスの交押1111全集と、モーツ ァルト、ハイドン、メンデルスゾ

ーン、シューベルト、 ドヴォルザーク、ショスタコーヴィチの主要交響曲を録音

し、管弦楽作品と協奏1111もバロ ックや古典から現代1111まで、膨大な数の レコーデ

ィングを残した。

2002年の9月からはバーンスタイン以来2人目のアメリカ人指揮者としてロリ

ン ・マゼールが音楽監督を務めている。マゼールの音楽監督時代になってから

は、前任者マズアがアンサンプルを鍛え直した成果もあって、すっきりした細身

のアンサンプルながら、・かつての輝かしい音色を収り 戻 しつつあり、評価は再び

高まりつつある。特に首席トランペ ット奏者フィリップ・スミスと首席トロンボ

ーン奏者ジョゼフ ・ アレ ッ シのコンビは、 •世界でも 一 、 二 を争う名手の組み合わ

せである。木管セクションも1せ代交代をほぼ終えて音色が若返り 、コンサー トマ

スターには1980年以来、名手グレン・ディクテロウが座っている。2007年7月、

アラン ・ギルパー トが2009年秋より 音楽監将に就任すると発表された。

■レナード・バーンスタイン 山田治生

指揮者、作1111家、ピアニス ト、 教育者、平和運動家として活躍した20世紀を代

表する 「音楽家」。1918年8月25日、マサチューセッツ州ローレ ンス生まれ。ハ

ーヴァード大学を卒業した後、カーティス音楽院でフリッツ ・ライナーに指揮を

師事。

1943年11月、怠病のワルターの代役でニューヨーク ・フィルを指揮し、センセ

ーショナルなデピューを飾る。1945年から48年までニューヨーク・シティ交押楽

団の音楽監督を務める。1957年、ディミトリ ・ミトロ プーロスとともにニューヨ

ーク ・フィルの首席指揮者となり、 1958年からは単独でニューヨーク ・フィルの

音楽監督となる。1966年、 「ファルスタッフ」を指揮してウィーン国立歌劇場に

デビュー。1969年にニューヨ ーク ・フィルの音楽監将を離任。以後、フリーラン

スの指揮者として、ウィ ーン ・フィル、イスラエル ・フィル、コンセル トヘボウ

管弦楽団、ニューヨーク ・フィル、ロンドン交押楽団、フランス国立管弦楽団、

塑チェチーリ ア ,~,立音楽院管弦楽団などを指揮。

晩年は教育活動に熱心に携わり、タングルウッド音楽祭やシュレスヴィヒ ・ホ

ルスタイン音楽祭で若い音楽家を指祁。1990年には札祝でパシフィック・ミュー

ジック ・フェスティバル (PMF)を創設する。

1990年10月14日、ニューヨークにて死去。

• バーンスタイン世界初映像作品がDVDで続々登場！ • 

好評発売屯コ） コンサート

●ベルリオーズ ：イタリアのハロルド
演奏 ：フランス国立管弦楽団 ソリスト ドナルド ・マッキネス （ヴィオラ）
0ポーナストラック．クリスタ・ルードヴィヒ （メゾ ・ソプラノ）／パーンスタイン （ピアノ伴奏）
DLVC-1219 ¥3, 360 (税込） カラー／ステレオ/67分

2暉年J2月2.'1日発売）コンサート
●ベートーヴェン ：弦楽四重奏曲第16番へ長調作品135
●ウェーバー ：オイリアンテ序曲作品81
演奏 ウィーン ・フィルハーモニー管弦楽団
0ポーナストラック クリスタ・ルードヴィヒ （メゾ・ソプラノ）／パーンスタイン （ピアノ伴奏）
DLVC-1220 ¥3, 570 (税込） カラー／ステレオ／約46分

,2011..! 年」月26J日発売） ドキュメント
●アナリーゼーシューマンの交響曲
演奏： ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
0ポーナストラック ：クリスタ ・ルードヴィヒ （メゾ・ソブラノ）／

ダニエル・ペンジャ ミン （ヴィオラ）／バーンスタイン （ピアノ伴奏）
DLVC-1221 ¥4. 620 (税込） カラー／ステレオ／約73分

10.11! 年2月25_f3発売） コンサート
●ロメオとジュリエッ トーシュレスヴィヒ・ホルシュタイン音楽祭にて

1 演奏：シュ レスヴィヒーホルシュタイン音楽祭オーケストラ
DLVC-1222 ¥4, 830 (税込） カラー／ステレオ／約89分

20}_1年2月25日発売_) ドキュメント
●若者のすべて ー究極のハーモニーを求めて ※LO既発
演奏：シュ レスヴィヒーホルシュタイン音楽祭オーケストラ
DLVC-1223 ¥5, 460 (税込） カラー／ステレオ／約11 6分




